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ココを押し上げる

組合運動も

大切だね!

※加入、支払には要件があります。詳細はあなたの組合まで。

集めた掛金(保険料)
の中から
支払われる
共済金
(保険金)

民間保険 自治労連共済

3～5割 7割

?

がん特約

入院
特約

災害
割増特約

通院
特約

民間　主契約

自治労連共済

　入院・通院
すべてOK!

ほんとうに必要な保障ってどのくらい?
平均入院日数は31.9日(2014年)
24年間で15日も短くなった

必要となるお金

教育・生活・老後など
この不足分を自治労連共済と

貯蓄で備えましょう

備えるお金

万が一にどう備えるの？

ココがおすすめ！自治労連共済

自治労連共済の生命・医療
　「あれもこれも…」と宣伝広告にあおられず、
①あなたのくらしの状況に応じた「必要保障額」
をチェック!
②公的保障や職場の互助会制度などでどれくらい
カバーできるかをチェック!
③それでも不足する分を、自治労連共済や貯蓄で
カバーしましょう。

① 日帰り入院から対象♪
② 通院のみでも対象♪
③「病気後遺障害」も対象♪
④ 退職後もシニア共済で保障♪
⑤ 掛金は年齢に関係なく一律♪

そのわけは…
もうけを目的としない組合員同士の
助け合いの制度だから

たとえば…
病気死亡100万円保障⇔ 280円の月掛金
病気死亡600万円保障⇔1,680円の月掛金

社会保障

職場の福利厚生

健康保険や年金など
公的保障

働いている現役組合員のための共済なので、
入院や通院の保障が充実しています。

生命共済

たとえば…

病気・ケガ 入院5,000円/1日保障
　　　　 通院2,500円/1日保障
　　　　　 ⇔1,050円の月掛金

医療共済

　医療技術の進歩と医療制度の抑制政策で入院
の日数は短くなっています。35～64歳の年齢別
グラフをみると、悪性新生物 (がん)による平均
入院日数は16日です。

入院日額は、いくら必要？

死亡保障はどう考える?
死亡保障は、遺された家族の生活資金です

入院時の自己負担費用平均…22.7万円

平均費用22.7万円÷平均入院日数31.9日＝7,115円／1日

葬儀費用の相場は？

5～10万円未満　17.9％
10～20万円未満　35.3％
20～30万円未満　16.6％

69.8％≒約7割が
30万円未満

実際にかかる費用の平均額は199万8,861円（日本消費者協会資料　調査：2010年）
お香典の平均は119万7,000円（金融広報中央委員会調査）
最低限必要な葬儀費用は約100万円程度

扶養家族がいない場合は、最低限の保障を！

入ってくるお金

遺族年金など公的保障・死亡退職金・
預貯金・配偶者の勤労収入など

年齢別平均入院日数

12

15～34歳

14
26

35～64歳

傷病全体(日) 悪性新生物 (がん)

16

44

65歳以上

22

※悪性新生物は胃・大腸・肝臓・肺の平均日数。

生命保険料
控除について

どれが
いいのかなぁ

自分で
備える
貯蓄・共済

（高額療養費制度を利用した人及び利用しなかった人：適用外含む）

（資料：生命保険文化センター「生活保障に関する調査　平成25年度」）

※入院日数は2014年9月1日～30日に退院した人の平均。
※09～13年の５年間で実際に入院した人の平均費用。
　自己負担費用には、治療費・食事代・差額ベッド代・交通費・日用品を含む。

　自治労連共済は、労働組合法に基づき自主独立した運営をおこなっている、自治労連の福利厚
生制度です。そのため、保険料控除(年末所得税控除)の対象となりません。
　自主共済として、掛金の70％を支払共済金にまわし、安い掛金で確かな保障を実現していま
す。結果として加入している組合員の皆様の可処分所得を増やしていることをご理解ください。


